〇　招　集　告　示
坂戸・鶴ヶ島消防組合告示第１号
　平成２７年２月１３日第１回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会を坂戸・鶴ヶ島消防組合消防本部に招集する。
　　　平成２７年１月２８日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坂戸・鶴ヶ島消防組合管理者　　石　川　　　清
〇　会　　期
　　平成２７年２月１３日　１日間
　　　　　　　　　　　　　　　　〇応招・不応招議員
応招議員（８名）

　　　　　１番　　　鈴　　木　　友　　之　　　　　　　　　２番　　　松　　村　　和　　子

　　　　　３番　　　内　　野　　嘉　　広　　　　　　　　　４番　　　森　　田　　精　　一

　　　　　５番　　　柴　　田　　文　　子　　　　　　　　　６番　　　山　　中　　基　　充

　　　　　７番　　　宮　　﨑　　雅　　之　　　　　　　　　８番　　　小　　川　　達　　夫

不応招議員（なし）

平成２７年第１回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会
〇議事日程（第１号）　平成２７年２月１３日

　日程第１　会議録署名議員の指名について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日程第２　会期の決定について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日程第３　諸報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　現金出納検査の結果について（監査報告第１号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日程第４　議案第１号　坂戸・鶴ヶ島消防組合行政手続条例の一部を改正する条例制定の件　　　　　　

　日程第５　議案第２号　平成２６年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計補正予算（第２号）を定める件　　

　日程第６　議案第３号　平成２７年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計予算を定める件　　　　　　　　　

　日程第７　閉会中の事務調査について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日程第８　一般質問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

午前１０時００分開会

　出席議員（８名）

　　　　　１番　　　鈴　　木　　友　　之　　　　　　　　　２番　　　松　　村　　和　　子

　　　　　３番　　　内　　野　　嘉　　広　　　　　　　　　４番　　　森　　田　　精　　一

　　　　　５番　　　柴　　田　　文　　子　　　　　　　　　６番　　　山　　中　　基　　充

　　　　　７番　　　宮　　﨑　　雅　　之　　　　　　　　　８番　　　小　　川　　達　　夫

　欠席議員（なし）

　説明のための出席者

　　　管理者　　　石　　川　　　　　清　　　　　　　副管理者　　　藤　　縄　　善　　朗

　　　会　　計

　　　　　　　　　　千代田　　直　　人　　　　　　　消防長　　　加　　藤　　公　　司

　　　管理者
　　　参　　与

　　（坂　　戸

　　　　　　　　　　小　　川　　泰　　人　　　　　　　次　　長　　　岡　　部　　久　　志

　　　消防署長

　　　事務取扱）

　　　副参与　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副参与
　　（予防課長　　　髙　　橋　　義　　裕　　　　　　（指令課長　　　川　　野　　敬　　三
　　　事務取扱）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務取扱）

　　　副参与
　　（鶴ヶ島
　　　　　　　　　　宇津木　　三十夫　　　　　　　庶務課長　　　寺　　田　　精　　一

　　　消防署長

　　　事務取扱）

　　　警防課長　　　髙　　橋　　長　　美　　　　　　　監査委員　　　村　　田　　昭　　夫

　事務局職員出席者

　　　書　　記　　　鹿ノ戸　　和　　弘　　　　　　　書　　記　　　今　　野　　淳　　一

　　　書　　記　　　仲　　島　　博　　之　　　　　　　書　　記　　　沼　　田　　淳　　司

　　　書　　記　　　宮　　﨑　　準　　也

　　　◎開会及び開議の宣告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（午前１０時００分）

〇森田精一議長　議員の皆さん、おはようございます。

　　現在の出席議員、８人全員でございます。

　　よって、定足数に達しておりますので、ただいまから平成27年２月第１回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会を開会し、直ちに本日の会議を開きます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議長の挨拶
　　　　（森田精一議長起立）

〇森田精一議長　議事に先立ちまして、一言ご挨拶を申し上げます。

　　本日は、平成27年２月第１回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会を開会いたしましたところ、議員各位におかれましては、公私ともにお忙しい中をご出席をいただきまして、ここに開会の運びとなりましたことに対しまして、厚く御礼を申し上げます。

　　また、説明者におかれましても、ご多用の中、石川管理者、藤縄副管理者をはじめ関係者のご出席をいただき、御礼を申し上げる次第であります。

　　本日は、「平成27年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計予算を定める件」をはじめ３議案が提出されております。

　　本組合充実のため、何とぞ慎重ご審議の上、適切なるご議決を賜りますとともに、議事の運営につきましても格別のご協力を賜りますようお願いを申し上げ、開会の挨拶といたします。

　　　　（森田精一議長着席）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議事日程の報告
〇森田精一議長　議事日程につきましては、お手元に配付のとおりです。

　　直ちに本日の議事に入ります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎会議録署名議員の指名について
〇森田精一議長　日程第１・「会議録署名議員の指名について」を行います。

　　会議録署名議員は、会議規則第88条の規定により、議長において

　　３　番　　内　　野　　嘉　　広　議員

　　５　番　　柴　　田　　文　　子　議員

　の２名を指名いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎会期の決定について
〇森田精一議長　日程第２・「会期の決定について」を議題といたします。

　　お諮りいたします。今期定例会の会期は、本日１日としたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、平成27年２月第１回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会の会期は、本日１日と決定いたしました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎諸報告
　　　　　現金出納検査の結果について（監査報告第１号）

〇森田精一議長　日程第３・「諸報告」をいたします。

　　はじめに、監査委員より平成26年11月分及び12月分の現金出納検査の結果報告がありました。お手元に配付しておきましたので、ご了承願います。

　　次に、今期定例会に議事説明者として出席通知のありました者の職・氏名並びに事務局職員の職・氏名を一覧表として配付しておきましたので、ご了承願います。

　　以上で諸報告を終わります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第１号～議案第３号の一括上程について
〇森田精一議長　お諮りいたします。

　　日程第４・議案第１号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合行政手続条例の一部を改正する条例制定の件」から日程第６・議案第３号・「平成27年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計予算を定める件」までを一括議題とすることにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、そのように決定をいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第１号～議案第３号の一括上程、説明
〇森田精一議長　日程第４・議案第１号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合行政手続条例の一部を改正する条例制定の件」から日程第６・議案第３号・「平成27年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計予算を定める件」までを一括議題といたします。

　　議案につきましては、お手元に配付しておきましたので、ご了承願います。

　　提案理由の説明を求めます。

　　石川管理者。

　　　　（石川　清管理者登壇）

〇石川　清管理者　おはようございます。ただいま議題となっております議案第１号から議案第３号までの３件につきまして、一括して提案理由のご説明を申し上げます。

　　まず、議案第１号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合行政手続条例の一部を改正する条例制定の件」でありますが、行政手続法の一部を改正する法律が平成26年６月13日に公布され、行政指導に関する規定を中心とする行政手続法の一部が改正されたことに伴い、関係条文の改正を行うものであります。

　　主な改正内容でございますが、同法で新たに規定された行政指導をする際の許認可等の権限の根拠の明示、行政指導の中止等の求め及び処分等の求めの手続に関する規定の追加、その他所要の改正をいたしたく、本案を提出した次第であります。

　　次に、議案第２号・「平成26年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計補正予算（第２号）を定める件」でありますが、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ4,565万4,000円を減額いたし、予算の総額を歳入歳出それぞれ24億3,085万7,000円にしようとするものであります。

　　内容について申し上げますと、年度末となり、事業費の確定に伴い、組合債の限度額を変更する等所要の措置を行うほか、歳出につきましては、歳出科目ごとの事業費の確定に伴い、不用額が見込まれるものにつきまして減額措置を行おうとするものであります。

　　なお、歳出に見合う財源といたしましては、決定いたしました国庫支出金を計上するとともに、構成市負担金及び西入間広域消防組合負担金をはじめ、他の歳入科目を減額いたしまして、収支の均衡を図ったものであります。

　　次に、議案第３号・「平成27年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計予算を定める件」でありますが、平成27年度一般会計予算につきましては、本組合の構成市であります坂戸市及び鶴ヶ島市を取り巻く極めて厳しい財政状況を十分認識し、財政の健全性を堅持しつつ、市民生活の安心・安全を確保するため、災害に強いまちづくりの実現を目指して、総合的、広範囲にわたる消防防災体制の整備を図るため、事務事業を計画的に執行することを基本とし、予算の総額につきましては、歳入歳出それぞれ27億6,769万3,000円といたしました。これは前年度当初予算と比較いたしますと、２億9,398万2,000円の増となっております。

　　はじめに、歳出予算計上額の主な内容について申し上げますと、まず議会費及び監査委員費につきましては、報酬のほか一般経常的経費を計上するとともに、一般管理費につきましては、組合の財産管理上必要とする経費及び事務執行に要する経費が主な内容であります。

　　次に、常備消防費につきましては、職員の給与費と職員研修事業、その他事務・事業の執行上必要な経常的経費でありますが、27年度も26年度に引き続き、市民参加による防災意識の普及・高揚を図るため、防火・防災講習会の開催、ひとり暮らし・寝たきり高齢者宅の防火指導をはじめ、火災による死傷者の大半を占める住宅火災を未然に防止するため、住宅用火災警報器の設置促進事業及び住宅防火モデル地区指定事業を推進するとともに、事業所を対象とした防火対象物・危険物施設等の防火査察を実施し、火災予防の推進を図ってまいります。

　　また、救命率の向上を図る目的から、救急救命研修所へ２名の職員を派遣し、資格取得の促進を図るとともに、気管挿管・薬剤投与など救命士の処置範囲の拡大に伴う研修等に派遣し、高度救急体制の充実強化に努めてまいります。

　　さらに、市民・学校・事業所等を対象としたＡＥＤの取り扱い方法を含む救命講習等、応急手当の普及啓発事業を積極的に推進してまいります。

　　次に、非常備消防費の坂戸市消防団費及び鶴ヶ島市消防団費でありますが、主なものは、団員の報酬のほか、団の運営に要する経費であります。

　　次に、常備消防施設費におきましては、地域住民の安全を確保すべく、現有資機材の有効活用を図りながら消防需要の増大に的確に対処するため、来年度は、坂戸消防署の高規格救急車及び指令車を更新配備し、さらなる消防力の強化を図ります。

　　また、西入間広域消防組合との共同運用事業として、常備消防分では消防救急デジタル無線共同システム一式を購入・整備いたし、非常備消防分では消防救急デジタル無線機を購入し、坂戸市消防団及び鶴ヶ島市消防団へ配備するものであります。

　　次に、坂戸市消防施設費及び鶴ヶ島市消防施設費におきましては、40立方メートル級防火水槽それぞれ２基分の新設工事費等のほか、坂戸・鶴ヶ島水道企業団への消火栓設置費並びに維持管理費負担金等であります。

　　これらに見合う歳入といたしましては、坂戸市及び鶴ヶ島市並びに西入間広域消防組合の負担金が主なものでありますが、その他組合債、繰越金等を計上し、収支の均衡を図った次第であります。

　　以上、平成27年度予算の主な内容を申し上げましたが、必要最小限の経費をもって効率的な財政運営を図ることを基本とし、消防施設の計画的充実と消防職・団員の資質の向上に努め、消防防災体制を整備・確立してまいりたいと存じます。

　　以上、議案第１号から議案第３号につきまして提案理由を申し上げましたが、何とぞ慎重ご審議の上、速やかなるご議決を賜りますようお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。

　　　　（石川　清管理者降壇）

〇森田精一議長　以上をもって提案理由の説明は終わりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第１号の質疑、討論、採決
〇森田精一議長　これより各案件につき、単独質疑、討論、採決に入ります。

　　最初に、日程第４・議案第１号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合行政手続条例の一部を改正する条例制定の件」　に対する質疑に入ります。

　　２番・松村議員。

〇２番（松村和子議員）　２番、松村。議案第１号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合行政手続条例の一部を改正する条例制定の件」　でございますが、ただいまの管理者のご説明で、許認可の処分の求めを中心にしたこの中身を見てみると、手続とか中止の求めとかさまざまあるわけですけれども、この法律が組合にとっては強化されたと、相手の許認可を受ける側ではなくて組合にとって強化されているという点で、今までこうした事案が組合としてはどういう許認可、主なものはどんなものがあるのか。今までにそういった問題で、組合側が強化される何らかの根拠があるのかなというふうには思ったのですが、これは国のほうの行政手続法の改正なのですけれども、そういった点について現状でどうかという点でお伺いしておきたいと思います。

〇森田精一議長　寺田庶務課長、答弁。

〇寺田精一庶務課長　お答え申し上げます。

　　行政手続条例の改正によりまして当組合ではどのようなものが対象となるのかということにつきましてでございますが、一般行政的な処分や届出ではなく、消防に特化した法律等に基づく不利益処分で一例を申し上げますと、消防法を根拠といたします火災予防に必要な措置命令や危険物の貯蔵、取扱いに関する命令がございます。また、消防組合の条例の適用の申請に対する処分の一例といたしましては、火災予防条例第23条第１項ただし書きに規定いたします喫煙等禁止行為の解除承認というものがございます。いずれも消防として重要な案件でございますので、これらを守ることによりまして、より安全な消防行政が行われるものと考えているところでございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

　　２番・松村議員。

〇２番（松村和子議員）　２番、松村。再質疑を行います。

　　ただいま片方の答弁はいただいたのですが、許認可する側の、さっきも申し上げました行政指導の中止等の求めでも、１、２、３から６まで強化されているわけなのです。組合側としてこうした強化、行政指導をするに当たって行政指導の内容を示したり、当たり前のことですけれども、条項に規定する要件とか、その理由とか、そういったものを根拠を示さなければできないというふうに強化される、組合側に課せられることが多いものですから、今まで何かそういう点でこれは問題になったとか、行政指導して相手方が不服と不満とか問題になったことがあるのかないのかということでお尋ねしておりますので、なければないで、あれば事例をお願いします。

〇森田精一議長　寺田庶務課長、答弁。

〇寺田精一庶務課長　お答え申し上げます。

　　当組合におきましての状況でございますが、今までその法令、条例等に対し、特に問題はございません。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

　　２番・松村議員。

〇２番（松村和子議員）　２番、松村。議案第１号につきまして再々質疑を行います。

　　ただいま答弁いただきましたが、今後、手続上の強化というのがあって、書類とかそういうものをこういう指導をするに当たってそろえたり、それから法律が変わったときにきちっとそういった認識を、変な話で学習と言ったら変ですけれども、そういうことはどういうふうにするか、その辺が気になるので、聞いておきます。

〇森田精一議長　暫時休憩いたします。

　　　　休憩　午前１０時１８分

　　　　再開　午前１０時１８分

〇森田精一議長　休憩前に引き続き会議を開きます。

　　寺田庶務課長。

〇寺田精一庶務課長　お答え申し上げます。

　　現在におきます行政指導におきましても、根拠を示し、適切な指導をしているところでございますので、特に改めて変更となるようなことはないと理解しております。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

〇２番（松村和子議員）　いいです。

〇森田精一議長　ほかに。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　質疑を終結いたします。

　　これより討論に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。

　　これより議案第１号を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、本案は原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第２号の質疑、討論、採決
〇森田精一議長　次に、日程第５・議案第２号・「平成26年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計補正予算（第２号）を定める件」に対する質疑に入ります。

　　２番・松村議員。

〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子。議案第２号・「平成26年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計補正予算（第２号）」につきまして質疑を行います。

　　今回の補正予算では、２ページの地方債の大幅補正、それから６ページの負担金と、最終的には消防施設費でデジタル事業が順調に進んでいるわけですけれども、こういった事業が補正で大きく組まれているということで、今回、一面では負担金などはマイナスになっている。市負担金はマイナスになって、全体としてどういうふうに進んできて今回の補正でこういう状況になってきたかという経過の説明をしていただきたいと思います。

　　最初の消防施設事業費は6,930万円ということで、これの大幅な地方債の補正をした原因ということについてお尋ねしておきたいと思います。

　　２番目は、先ほど申し上げましたデジタル無線に関する進捗状況、そして負担金が減額になったということは好ましいことですけれども、その要因ということについてお尋ねしておきたいと思います。

　　以上です。

〇森田精一議長　寺田庶務課長、答弁。

〇寺田精一庶務課長　松村議員さんからの数点にわたりますご質問の中で、庶務関係についてお答え申し上げます。

　　地方債の補正についてでございますが、地方債につきましては、平成26年度当初予算におきまして9,060万円の限度額で議決をいただいたところでございます。内訳といたしましては、常備消防施設費として6,680万円で、高規格救急自動車購入及び訓練塔、電波塔建設等工事となっており、坂戸市消防施設費及び鶴ヶ島市消防施設費としてはそれぞれ1,190万円で、40立方メートル型耐震性貯水槽新設工事２基分となっております。

　　今回の補正予算では、各事業において入札を行い、契約金額が確定したことにより事業費が減額となった関係から、地方債の借り入れ予定額が変更となったものでございます。変更後の地方債借入額は6,930万円で、当初予算より2,130万円の減額となり、その内訳といたしましては、常備消防施設費で1,150万円の減額、坂戸市消防施設費及び鶴ヶ島市消防施設費でそれぞれ490万円ずつの減額となっております。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　川野指令課長、答弁。

〇川野敬三副参与（指令課長事務取扱）　お答え申し上げます。

　　消防救急デジタル化事業の進捗状況につきましては、平成25年度には訓練塔・電波塔建設等設計業務、平成26年度には訓練塔・電波塔建設工事並びに同管理委託業務、さらにデジタル無線の実施設計委託業務、平成27年度には無線機等の本体導入の５つに大別した計画で進めております。本年３月までに無線機等の本体導入を除く４つの事務事業は順調に進捗している状況でございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　暫時休憩いたします。

　　　　休憩　午前１０時２４分

　　　　再開　午前１０時２５分

〇森田精一議長　休憩前に引き続き会議を開きます。

　　川野指令課長、答弁。

〇川野敬三副参与（指令課長事務取扱）　お答え申し上げます。

　　負担金の減額の中の西入間広域消防組合負担金の減額の理由につきましては、デジタル無線実施設計委託業務、訓練塔、電波塔建設等管理委託業務、訓練塔、電波塔建設等工事の３つの事務事業の契約がそれぞれ入札によりまして確定したことにより、当初予算より下がったため、西入間消防組合の負担割合63.8％である負担額も減額となったものでございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

　　２番・松村議員。

〇２番（松村和子議員）　２番、松村です。いずれにいたしましても、この消防施設費の事業につきまして減額で、入札契約が行われてその分減額になったというようなご説明をいただきました。ほかの国庫補助とかが少なくなったとかなんとか、そういう関係で起債を起こさなければならないということですか。その辺の点、もう少しご説明、国庫補助がつく事業なものですから、これは国庫補助がつかなかったということではないですよね。事業は順調に進んでいるということですよね。事業の契約によって減額になったというふうに答弁は聞いたのですが、その辺の点について確認をしたいと思いますので、もう一度答弁をお願いします。

　　次のデジタル無線工事は順調に進んでいるということで、両市の負担金も大幅に減額し、工事も順調にいっているということだと思いますが、この補正での経過を見ながら……次の予算でやればいいのですけれども、あと残りはどのくらい年次計画の中で予定しているのか。完了見込みまでをお伺いしたいと思います。

　　以上です。

〇森田精一議長　暫時休憩いたします。

　　　　休憩　午前１０時２７分

　　　　再開　午前１０時２８分

〇森田精一議長　休憩前に引き続き会議を開きます。

　　川野指令課長、答弁。

〇川野敬三副参与（指令課長事務取扱）　お答え申し上げます。

　　消防救急デジタル無線事業につきましては、国庫補助は出ておりません。というのは、訓練塔・電波塔工事、それから実施設計についても国庫補助対象外でありますので、国庫補助は受けておりません。

〇森田精一議長　暫時休憩いたします。

　　　　休憩　午前１０時２９分

　　　　再開　午前１０時２９分

〇森田精一議長　休憩前に引き続き会議を開きます。

　　川野指令課長、答弁。

〇川野敬三副参与（指令課長事務取扱）　お答え申し上げます。

　　消防救急デジタル無線事業につきましては、平成27年度の事業といたしましては、総額の予算はお手元の資料のとおり３億8,461万9,000円の予算計上をさせていただいておりまして、全て財源としては緊急防災・減災事業債と一般財源を充てる予定になっております。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

〇２番（松村和子議員）　いいです。

〇森田精一議長　ほかに。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　それでは、質疑を終結いたしました。

　　これより討論に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。

　　これより議案第２号を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、本案は原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第３号の質疑、討論、採決
〇森田精一議長　次に、日程第６・議案第３号・「平成27年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計予算を定める件」に対する質疑に入ります。

　　６番・山中議員。

〇６番（山中基充議員）　６番、山中基充でございます。平成27年度一般会計当初予算について質疑をさせていただきます。

　　まず、議案書15ページ、屋内消火栓操法大会表彰費ということで今回計上されてございます。ただ、全員協議会でのご説明ですと、今回は29回を数えるこの操法大会については隔年に変えて、その後、実際に屋内消火栓を整備されている事業所等に啓発等に力を入れていくというご説明があったのですが、現状をもう一度お聞かせいただきますとともに、屋内消火栓を設置されている事業者、当坂・鶴内にどれほどいらっしゃるのかについてまずお伺いいたします。

〇森田精一議長　髙橋予防課長、答弁。

〇髙橋義裕副参与（予防課長事務取扱）　お答え申し上げます。

　　屋内消火栓操法大会出場隊についてでございますが、当消防組合の屋内消火栓操法大会は昭和60年から実施し、今年度で第29回を終了したところでございます。今年度の操法大会に出場した事業所につきましては、屋内消火栓が設置されている事業所136事業所のうちの24事業所で、参加事業所につきましては毎回ほぼ同じ事業所となっている状況でございました。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　６番・山中議員。

〇６番（山中基充議員）　６番、山中基充でございます。そうしますと大体100を超える事業所がこれらの操法大会に今まで参加、延べにしますと、通常は参加されていないということでございまして、そういった意味では、今後はどのような形で対応したり指導されていくのかについてお伺いいたします。

〇森田精一議長　髙橋予防課長、答弁。

〇髙橋義裕副参与（予防課長事務取扱）　お答え申し上げます。

　　本来、屋内消火栓操法大会の趣旨は、屋内消火栓操法技術の向上と防災意識の普及を図り、防火管理体制の確立に寄与することを目的としております。現在の操法大会参加事業所につきましては、毎回ほぼ同じ事業所となっている状況でございます。固定化が見られる現状では、屋内消火栓操法大会の目的を達成することが難しいとの判断から、大会を隔年開催とし、大会等にかわる研修会に、より多くの屋内消火栓設置事業所に参加をいただき、屋内消火栓の有効性、必要性について理解していただいた上で、技術、知識の向上のための屋内消火栓操法大会にしていきたいと考えております。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　６番・山中議員。

〇６番（山中基充議員）　６番、山中基充でございます。

　　続きまして、予算書20ページ、消防費、消防施設費で、先ほどの補正予算でも少し質疑がありましたけれども、消防救急デジタル無線共同システム一式の購入で３億8,400万円ということで計上されておりますけれども、先ほどの説明で、この事業をもって今回の消防救急デジタル無線の配置が終わり、運用が開始されるということでございますが、この年度に至るまでの概要等について、改めてご説明をいただきたいと思います。

〇森田精一議長　川野指令課長、答弁。

〇川野敬三副参与（指令課長事務取扱）　お答え申し上げます。

　　消防救急デジタル無線のデジタル化事業につきましては、先ほどもご答弁させていただきましたけれども、平成25年度に訓練塔、電波塔建設等工事の設計委託業務、そして平成26年度には訓練塔、電波塔建設等工事、あわせて管理委託業務、さらに実施設計委託業務が行われたものでございます。平成27年度につきましては、無線機等の本体の導入を考えております。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

　　山中議員。

〇６番（山中基充議員）　６番、山中基充でございます。今回３億8,000万円を使って緊急無線のシステムをやるのですが、それまでに、ただいまのデジタルの場合はアナログと違って相互の乗り入れというのですか、東日本大震災の際も我が坂・鶴消防組合であったりとかは応援等はありましたが、その際、アナログですとちょっとした周波数を変えたりして共同に運用できる、デジタルの場合はそれが難しいというようなことも伺っておりまして、そういった諸課題の解決についてはどのような形でされているのか、ご確認をさせていただきます。

〇森田精一議長　川野指令課長、答弁。

〇川野敬三副参与（指令課長事務取扱）　お答え申し上げます。

　　緊急消防援助隊等の出場を含めたご説明でございますが、管轄外に出た場合に、埼玉県内でありますと、埼玉県同一の周波数であります主運用波という電波を活用して無線交信を行います。さらに、都道府県を出た場合につきましては、全国で共通する周波数帯の統制波という周波数が設けられておりまして、その周波数帯を使った無線運用を行うことになっております。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　暫時休憩いたします。

　　　　休憩　午前１０時３９分

　　　　再開　午前１０時４０分

〇森田精一議長　休憩前に引き続き会議を開きます。

　　ほかに。

　　１番・鈴木議員。

〇１番（鈴木友之議員）　１番、鈴木友之です。平成27年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計予算について質疑をいたします。

　　一般会計当初予算の概要から質疑をしていきたいと思いますけれども、５ページの人員関係、職員の採用についてですけれども、13人退職で12人採用ということで195人から194人となった。この条例定数の195人、１人下回るわけですけれども、その理由についてまずお伺いをいたします。

　　次に、７ページの高機能消防指令センター保守管理委託料の関係で、新規事業が無停電電源装置蓄電池交換、防災行政無線連動装置、消防情報システムソフト追加のそこの３事業がありますけれども、この３事業の内容についてお伺いをいたします。

　　次に、８ページの救急救命研修の関係で、これも新規事業で拡大２行為講習及び実習がありますけれども、この新規事業の内容についてそれぞれお伺いをいたします。

〇森田精一議長　寺田庶務課長、答弁。

〇寺田精一庶務課長　鈴木議員さんからの数点にわたるご質問の中の庶務関係についてお答え申し上げます。

　　人員について、194名、１名減となりました理由についてでございますが、平成27年３月末時点の退職者は、定年退職者５名、勧奨退職５名、普通退職２名の計12名の退職希望が出ておりました。その欠員の補充として、平成27年４月１日付の新採用職員を12名として準備を進めてきたところでございますが、本年１月に急遽現役職員が病気により死亡退職いたしましたことによりまして、来年度は職員定数195名のところ１名減の194名でスタートすることになったものでございます。この１名の欠員につきましては、平成27年度末の退職者の補充とあわせて平成28年度の職員採用で対応させていただきたいと考えております。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　川野指令課長、答弁。

〇川野敬三副参与（指令課長事務取扱）　お答え申し上げます。

　　高機能消防指令センター保守管理委託業務の新規項目の中の指令課関係についてお答え申し上げます。

　　はじめに、無停電電源装置につきましては、停電後の非常用発電機の自動運転が開始されるまでの間、高機能消防指令センターシステムの各装置及び各署所の機能を寸断することなく、装置に蓄積していた安定化及び無停電化いたしました電源を自動的に供給する電源装置であり、消防本部各署所に合計10台設置してあります。そして、その蓄電機能を維持し、緊急通報での万全な体制を期するため、蓄電器整備計画に基づき、蓄電池を交換いたすものでございます。

　　次に、防災行政無線連動制御装置につきましては、平成22年から西入間広域消防組合において管轄内で建物火災または林野火災が発生した場合に管轄消防団員の出場を促すために、災害発生時の順次指令とともに、指令台を遠隔操作で防災行政無線の運用を行う装置でありまして、当該装置の保守点検を年２回行うものでございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　髙橋予防課長、答弁。

〇髙橋義裕副参与（予防課長事務取扱）　お答え申し上げます。

　　予防関係の消防情報支援システムについてでございますが、管内の防火対象物及び危険物施設の情報をデータベース化し、一元管理することで災害時高機能指令センターから災害現場への各種情報提供を行うものでございます。消防本部、各署所等は専用回線で結ばれており、それぞれの場所から入力業務を行うことができ、対象物の実態を把握し、業務全体を円滑に支援するためのシステムでございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　髙橋警防課長、答弁。

〇髙橋長美警防課長　警防関係についてお答え申し上げます。

　　救急救命士の拡大２処置でございますが、こちらにつきましては、病院前救護体制を強化し、傷病者の救命率の向上や後遺症の軽減等を図るため、心肺機能停止前の重度傷病者に対する静脈路確保及び輸液、血糖測定並びに低血糖発作症例へのブドウ糖溶液の投与という拡大２項目の実施について、一定の有効性、実効性、安全性が確認できたものと評価され、救急救命処置に加えることと判断されました。

　　このことによりまして、平成26年４月１日から救急救命士の行う救急救命処置として医師の具体的な指示のもとでの心肺機能停止前の重度傷病者に対する静脈路確保及び輸液並びに低血糖発作症例へのブドウ糖溶液の投与が実施可能となったわけでございます。

　　本組合では、所属する埼玉県西部第２地域メディカルコントロール協議会で拡大２処置プロトコールが承認され、平成26年12月１日から運用開始となっており、この処置ができる救急救命士を来年度養成予定となっているところでございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

　　１番・鈴木議員。

〇１番（鈴木友之議員）　それでは、人員関係ですけれども、定数を確保する予定であったわけですけれども、１名お亡くなりになったということで急遽人員が不足したという状況なのはわかりました。

　　人材の確保という点では、人的資源の有効活用として再任用制度があるわけですけれども、26年度は１名再任用の申請の提出があったという状況は認識をしているわけですけれども、今年度の再任用希望者の状況についてお伺いをいたします。

　　次に、救急救命研修の実習についてですけれども、心肺機能停止前の静脈路確保、輸液、血糖測定と低血糖発作症例へのブドウ糖溶液の投与の２つが実施できるようになったということですけれども、具体的にそれが実施できることにより、どのような状況の改善につながっていくのかという点と、新しく実施できる行為が増えたということによって新たに導入しなくてはならない器具だとか、そういったものがどの程度あるのかお伺いをいたします。

〇森田精一議長　寺田庶務課長、答弁。

〇寺田精一庶務課長　お答え申し上げます。

　　再任用職員の現状について先にご説明させていただきます。当組合の再任用職員制度は本年度からの運用で、現在１名の再任用職員が勤務をしております。所属は消防本部庶務課で、長年の消防経験を生かし、各種消防事務の補助事務を担当しております。勤務条件は、条例上、週15時間から31時間の範囲内とされておりますが、坂戸市等の状況を踏まえて、現在は週４日31時間の短時間勤務とし、採用期間は１年ごととしております。本年度の希望ということで、来年度につきましては、平成26年度からの１名継続を含めて４名の再任用職員を採用することを予定しているところでございます。勤務先につきましては、消防本部に２名、消防署に２名をそれぞれ配置し、現行の再任用職員と同様の勤務条件で若手職員への消防技術の伝承を含め、消防組合発展のため、活躍いただく予定でございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　髙橋警防課長、答弁。

〇髙橋長美警防課長　警防課関係についてお答え申し上げます。

　　どのような改善が見られるのか、また器具の関係でございますけれども、拡大２処置をすることによりまして、こちらの対象者があるわけでございますが、埼玉県西部第２地域メディカルコントロール協議会のプロトコールによりますと、推定を含めて15歳以上であること、増悪するショックである可能性が高いこと、またはクラッシュ症候群を疑うか、それに至る可能性が高い傷病者となります。増悪するショックにつきましては、出血の持続、意識障害の進行、食物あるいは蜂に刺されたことによる症状、熱中症などによります脱水が挙げられます。

　　クラッシュ症候群につきましては、重量物、機械、土砂等に身体が挟まれ、圧迫されている状況の傷病者となります。

　　次に、血糖測定並びに低血糖発作症例へのブドウ糖溶液の投与対象者でございますが、こちらにつきましては、一定の意識障害を認め、血糖測定を行うことによって意識障害の判別や搬送先選定等の利益につながると判断される傷病者でございます。

　　以上のことから、現在の救急救命率の向上につながると考えております。

　　それと資機材の関係でございますけれども、これに伴う資機材につきましては、心肺機能停止前の重症者に対する静脈路確保及び輸液につきましては、新たな資機材の発生はございません。低血糖発作症例につきましては、血糖測定器、採血用穿刺針、またブドウ糖溶液の投与につきましては、留置針、輸液回路、ブドウ糖溶液が必要となるところでございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

　　１番・鈴木議員。

〇１番（鈴木友之議員）　研修の関係ですけれども、この新しい研修を受け、実際に救急で実施されるというのはおおよそいつぐらいに実施されることになるのかお伺いいたします。

〇森田精一議長　髙橋警防課長、答弁。

〇髙橋長美警防課長　運用開始の実施時期ということでございますが、本組合におきましては、救急救命士東京研修所におきまして、平成27年度４期にわたる養成を計画している関係から、５月25日から実施される第２期追加講習に１名を派遣し、本年６月末には運用を開始したいと考えております。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　ほかに。

　　２番・松村議員。

〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子。議案第３号・「平成27年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計予算」につきまして２点質疑をいたします。

　　まず最初に、15ページの職員の問題です。これは今鈴木議員のほうから細かい点質疑がございましたが、この点について、まず定数195名、昨年はいっぱい、今年は急にお亡くなりになったということで194名ということ、再任用が４名という状況の中でございますけれども、この定数いっぱいということについて、これでいいのだろうかということで、定数改正はできないものかということで１つは質疑をしておきたいと思います。

　　もう一点は、鶴ヶ島市消防施設費、20ページです。この消防施設は、念のためお伺いいたしますが、今まで私どもも非常に心配してきました。中心地にある消防団の詰所が40年以上過ぎて古くなっているということでお願いしてまいりましたので、確認します。多分、第１分団の設計費ではないかというふうに思いますが、この中身についてお尋ねしておきたいと思います。

〇森田精一議長　寺田庶務課長、答弁。

〇寺田精一庶務課長　松村議員さんからの数点にわたる質問の中で庶務関係につきましてお答え申し上げます。

　　職員定数に対する考え方につきましては、現在、埼玉県内の28消防本部のうち、平成26年４月現在で職員１人当たりの負担人口は、川口市消防局が最も多く、1,084人、お隣の西入間広域消防本部か最も少なく、553人となっております。当組合では873人で、県内28消防本部の平均877人とほぼ変わらない状況でございます。このことから職員の増員につきましては、今後の推移を見守ることとし、再任用職員の活用及び適切で効果的な人員配置により対応してまいりたいと考えております。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　髙橋警防課長、答弁。

〇髙橋長美警防課長　警防課関係についてお答え申し上げます。

　　来年度設計を予定しております分団についてでございますが、詰所の建築年数並びに過去における改修状況及び現在の状況等総合的に勘案し、鶴ヶ島市消防団長とも慎重に検討させていただいた結果、第１分団となったところでございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

　　２番・松村議員。

〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子。再質疑を行います。

　　定数問題というのはやはり条例改正しなければいけない中身とは思いますが、定数ぎりぎりということで、今のところそんなに人口が増えるという予測はありませんが、増やす予測もあるように思います。そういう中で若干増えていくのではないかというのが私の予想なのですけれども、いろんな研修とかを積み重ねていますが、今退職者が多いということでなれた人がどんどん少なくなっていく中で、先行的に職員の方を採用しながら仕事をこなしていけるように育てていく、それが今大事な時期ではないかと思ったわけなのです。だから、そういう見地から見ればもう少し定数を増やして、すぐには人口は減らないと思いますので、今申し上げたとおり諸事情により減らないと思いますので、その辺の準備を、今たくさん減っているときにしていく、そういう体制を組む必要が今あるのではないかと思うのです。だから定数を増やしてそれなりの人数採っていくということが大事だと思いますが、この点について、もう一度答弁お願いしたいと思います。

　　もう一つ、一問一答ではありませんので。もう一つの問題は、第１分団ということで40年たって、下水道が引かれるという話だったのですが、平成30年以降になりそうだということで少し落胆していましたけれども、設計委託が行われるということは本当によかったなと思っているのですけれども、これについては多分消防団員の方の意見、周辺の意見などもお伺いして、より良いものをつくっていくということが大事だと思いますが、この辺の点についての答弁もお願いしておきたいと思います。

〇森田精一議長　髙橋警防課長、答弁。

〇髙橋長美警防課長　第１分団の関係でございますけれども、設置予定場所につきましては、団員さんの要望を踏まえまして鶴ヶ島市と調整をいたし、現在の第１分団の場所を予定しております。また、詰所の内容につきましては、今後、消防団の意見を取り入れながら決定していき、設計に反映していきたいと考えておりますので、ご理解をいただきたいと思います。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　寺田庶務課長、答弁。

〇寺田精一庶務課長　お答え申し上げます。

　　職員人員の関係でございますが、適正配置を心がけまして、今後研究を重ねてまいりたいと考えております。以上、ご理解をいただきたいと思います。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　２番・松村議員。

〇２番（松村和子議員）　２番、松村です。

　　１点は一般質問を通告しておりますのでいいのですけれども、職員定数の問題につきましては、大量退職が始まっているということは当然皆さんご存じのわけで、そういう中でなれている方が非常に少なくて新人がすごく増えると。定数ぎりぎりというのは余り望ましくないと思うのです。少し弾力性を持たせながらやるというのがいいと思うので、今後、定数条例を改正していく必要があるというふうに私は思っているのですが、災害とか、いろんな今心配されている問題が多数ございますので、そういった点でも人員を減らすという問題ではないと思います。これは管理者のほうの問題だと思いますので、管理者のほうからも今後の定数枠増員をお願いしておきたいと思いますので、質疑をいたします。

〇森田精一議長　加藤消防長、答弁。

〇加藤公司消防長　お答え申し上げます。

　　ただいまの定数条例の改正の件でございますけれども、ただいま定数につきましては、先ほど来から話が出ております195ということでございますけれども、こちらの改正につきましては、将来的にわたって、今議員さんご指摘のとおり、今後定年等で退職する職員が数多く出てくるわけでございますが、それに伴って再任用の希望も増大してくるということを予想しております。そういったことから、当然新人の職員が多くなるということは消防力の低下を招くというふうな危険もあるわけでございますけれども、そういった危険に対処するために再任用職員をフルに活用させていただきまして、新人の教育等をさらに深めてまいり、対応してまいる、そういった形で今後対応していく所存でありますので、ご理解をいただきたいと思います。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　ほかに。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　質疑を終結いたしました。

　　これより討論に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。

　　これより議案第３号を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、本案は原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎閉会中の事務調査について
〇森田精一議長　次に、日程第７・閉会中の事務調査についてを議題といたします。

　　概要につきましては、お手元に配付しておきましたので、ご了承願います。

　　お諮りいたします。本件を閉会中の事務調査とすることにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、本案は閉会中の事務調査とすることに決定いたしました。

　　暫時休憩いたします。

　　　　休憩　午前１１時０５分

　　　　再開　午前１１時１４分

〇森田精一議長　休憩前に引き続き会議を開きます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎一般質問
〇森田精一議長　日程第８・一般質問を行います。

　　通告者は２人であります。

　　順次発言を許可いたします。

　　なお、質問時間につきましては、議会運営についての申し合わせ事項により、執行部の答弁を含め60分以内となっておりますので、ご注意願います。

　　６番・山中基充議員。

　　　　（６番「山中基充議員」登壇）

〇６番（山中基充議員）　６番、山中基充です。ただいま議長より許可をいただきましたので、これより私の一般質問を行わせていただきます。

　　大きな１問目として、♯7000の普及について。

　　♯7000、大人の救急電話相談が昨年10月より運用開始されています。夜間の急な病気やけがに関して、相談員（看護師）が電話で医療機関を受診すべきかどうかをアドバイスしています。同様に♯8000、夜間・休日に子供の具合が急に悪くなったとき、発熱、下痢、嘔吐などや病院に連れていくべきか迷ったときの埼玉県小児救急電話相談の利用は先行実施されており、小児科勤務経験のある看護師が相談に応じています。増加する救急搬送の適正化も期待できるものです。

　　（１）、軽度の症状での救急搬送の状況についてお伺いいたします。

　　（２）、♯8000の状況について、本組合への影響はどのように考えられているでしょうか。

　　（３）、♯7000の状況と普及に向けての取り組みについてお伺いいたします。

　　続いて、大きな２番目として、女性消防団員の活躍についてお伺いいたします。

　　平成26年、鶴ヶ島市では女性消防団員を募集しております。先進的な自治体では女性団員研修や発表会に参加するなど、積極的に取り組まれております。

　　（１）、鶴ヶ島市女性消防団員の募集状況と埼玉県比企広域市町村圏組合小川消防団の女性消防団には、介護施設、歯科医院、役場や看護師の資格を取得している女性も入団していますが、さまざまな職場への働きかけの状況についてお伺いいたします。

　　（２）、坂戸市女性消防団員の活躍の状況についてお伺いいたします。

　　（３）、女性消防団員活躍への今後の取り組みについてお伺いいたします。

　　最後に、広域化の現状と見通しについてお伺いいたします。埼玉県消防広域化推進計画で示す市町村の組み合わせでの本組合は第３ブロックですが、現在の状況と今後の見通しについてお伺いいたします。

　　以上で私の１回目の質問といたします。

　　　　（６番「山中基充議員」降壇）

〇森田精一議長　加藤消防長、答弁。

　　　　（加藤公司消防長登壇）

〇加藤公司消防長　ご質問の項目に従い順次お答え申し上げます。

　　はじめに、♯7000の普及についての軽度の症状での救急搬送の状況でございますが、当組合で軽症と診断された症例につきましては、平成25年が3,103件で全体の51％、平成26年が3,030件で全体の50.8％となっており、埼玉県におきましても平成24年が55.7％、平成25年が55.2％という状況で、毎年大きな違いは見られない、そんな状況でございます。

　　次に、♯8000の状況及び本組合への影響についてでございますが、埼玉県によりますと、平成26年４月から11月までの８カ月間におきまして３万3,432件、１日平均137件の相談があり、家庭で対応可能が２万100件と全体の60.1％で、医療機関への受診を勧めたのが１万2,727件で38％、救急車の要請を勧めたのが182件で全体の0.5％という状況でございました。

　　本組合では、♯8000導入直前から現在までの搬送症例のうち、新生児から９歳までの搬送症例の減少あるいは軽症の割合の減少などの顕著な実績はない状況でございます。また、埼玉県におきましても影響を推しはかるデータはないということでございました。

　　次に、♯7000の状況と普及に向けての取り組みについてでございますが、こちらも埼玉県によりますと、昨年10月に新設され、10月から12月までの件数につきましては、10月が1,370件、11月が1,621件、12月が2,142件と徐々に増加し、合計で5,133件の相談があったということでございます。

　　また、普及に向けての取り組みについてでございますが、消防白書によりますと、近年の救急出場件数の増加は、高齢化、核家族化を背景とし、救急要請をすべきか迷った場合に119番するといったケースが増加の要因の一つであるとされています。このことから、本組合といたしましては、救急車適正利用の効果が期待される♯7000、♯8000を本組合ホームページに掲載するとともに、庁舎内にチラシを配置し、あわせて救急講習、消防訓練と市民の集まる場所で積極的に普及を図っているところでございます。

　　次に、女性消防団員の活躍についての募集状況とさまざまな職場への働きかけについてでございますが、鶴ヶ島市の「広報つるがしま」、消防組合のホームページに募集記事を掲載し、広く公募するとともに、介護施設、市役所、保育園、事業所等へ団員が直接お伺いし、入団への促進を進めた結果、定員７名に対しまして、現在入団希望者は６名でございます。また、職業形態につきましては、会社員、農業、看護師、保健師及び市役所職員とさまざまな職種となっている状況でございます。

　　次に、坂戸市女性消防団員の活躍の状況についてでございますが、坂戸市消防団女性部は平成19年に15名で発足をいたしました。当初の目的といたしまして、家庭や職場、地域において、いつでも、どこでも、どんなときでも市民の命を救うことができる消防団員を目標に、応急手当指導員の資格を取得し、防災訓練や地域での消防訓練などで応急手当ての指導などを行っていただいております。また、特別点検や出初め式に部隊として参加するとともに、坂戸よさこいの警備や女性団員独自の活動として全国火災予防運動期間中には駅前街頭キャンペーンを行うとともに、幼児期の防災教育といたしまして保育園等で防災紙芝居も毎年行っているような状況でございます。

　　次に、女性消防団員活躍への今後の取り組みについてでございますが、鶴ヶ島市女性消防団員におきましても、坂戸市消防団女性部に倣い、応急手当指導員の資格を取得し、災害現場や大規模災害発生時の救護業務に従事するとともに、防災訓練、消防訓練にも指導者として参加することにより、活躍の場が広がるものと考えております。

　　次に、広域化への現状と見通しについての第３ブロックの現在の状況と今後の見通しについてでございますが、こちらは平成21年度に第３ブロック内の６消防本部による勉強会が３回ほど開催されましたが、それ以降、現在までのところ全く進展のない状況でございます。

　　今後におきましても、当組合といたしましては、現在の状況を維持しつつ、広域化の情報収集に努めるとともに、埼玉県及び構成市と十分な連絡体制を図ってまいりたいと考えております。また、広域化の関係で動きがあるような場合につきましては、議会への報告をさせていただきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。

　　以上でございます。

　　　　（加藤公司消防長降壇）

〇森田精一議長　６番・山中基充議員。

〇６番（山中基充議員）　６番、山中基充でございます。

　　まず、♯7000の普及について質問をさせていただきます。ご答弁いただきまして、実際に埼玉県内の状況ですと相談から救急車で搬送したのは182件、わずか0.5％ということでございまして、本当にわからないときに救急車を呼ぶという状況がこの相談の内容からもかいま見られるのかなというふうに思っております。いずれにいたしましても、この♯8000、♯7000……♯7000に関しましてはまだ始まったばかりですけれども、私の近くでもいつもお世話になって、どうしてもすぐに聞ける方が今のお子さんをお持ちの方、なかなかいらっしゃらないで、わからない同士で、お母さん同士で相談してもわからないということもございまして、♯7000で随分と安心してやっていらっしゃるというふうにも伺っております。

　　そこでお伺いしたいのですけれども、この♯8000、♯7000普及に向けて広報を充実させるというのが唯一の手だてかもしれませんけれども、そういった中で、例えば♯8000、♯7000のことを書いてすぐに目にとまるようなもの、例えば冷蔵庫に張っておくものであるとか、そういったものをつくられている場合もございまして、それの場合、マグネットとかになっているとすぐに対応しやすいとかありますが、そういった予算等も考慮しながら、さらにきめ細かく広報に努めるべきではないかというふうにも考えておりますけれども、当組合のお考えをお伺いいたします。

〇森田精一議長　加藤消防長、答弁。

〇加藤公司消防長　お答え申し上げます。

　　♯7000、♯8000の普及の関係でございますが、現在、構成市の坂戸市では高齢者に配布するパンフレットの中で♯7000を掲載しており、鶴ヶ島市でも♯7000、♯8000のチラシを市役所のほうに置き、来庁者に配布するとともに、こども医療費助成金受給資格者証の裏面に♯8000の案内を掲載し、周知しているということで伺っております。こういった構成市におきましてもいろいろと普及策を実施していただいているところでございますので、今後におきましても継続的にそういった普及策を継続するとともに、構成市とも調整を図り、多くの方の目に触れ、効果的で継続的な普及策を検討してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　６番・山中基充議員。

〇６番（山中基充議員）　６番・山中基充でございます。

　　続きまして、女性消防団員の活躍についてお伺いいたします。消防団員というのは、ご存じのように、我々は構成市として坂戸・鶴ヶ島で消防組合を構成しておりますが、基本的には各市町村の所属というふうになります。この後ちょっと広域化の質問の中でも続きますけれども、実際には広域化になればその度合いも深まってくるのかなというふうにも思っているのですが、特に先進事例で述べさせていただいた小川のほうの消防団等、この辺のところだと坂戸市なんかもそうだと思うのですが、広域の発表会であるとか、また研修であるとか、そういったことに取り組まれてきて、他の女性消防団との交流や、また研修等が行われているということでございます。また、鶴ヶ島の女性消防団にとっては、先輩として坂戸市の女性消防団が活躍されているわけですけれども、そういった今後の研修や、また発表会等の出席等についてどのように取り組まれていくか、新たにお伺いいたしたいと思います。

〇森田精一議長　加藤消防長、答弁。

〇加藤公司消防長　お答え申し上げます。

　　女性消防団員の各種研修の参加の関係でございますが、女性消防団員の研修といたしましては、団員基礎教育をはじめ、第２ブロック及び埼玉県の女性消防団員研修、あるいは全国女性消防団員活性化大会等がございます。現在、坂戸市消防団女性部におきましても、消防団員としての見識を広めるため、このような研修に積極的に参加している状況でございます。また、平成21年度に行われました全国消防団員意見発表会では、坂戸市消防団の女性団員が埼玉県代表として出場し、最優秀賞を受賞、また平成平成25年度には小川町消防団の女性団員も最優秀賞を受賞している状況でございます。鶴ヶ島市女性消防団員につきましても、より多くの研修に参加し、経験豊富な先輩女性団員と交流することで住民から信頼される消防団員になるものと考えており、積極的に推進していく考えでおります。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　６番・山中基充議員。

〇６番（山中基充議員）　６番、山中基充でございます。

　　続きまして、広域化の現状と見通しについてということで、毎回、広域化に向けては平成30年を目途にそれを進めていくということで県としては取り組まれているところでございまして、実際に先進事例として埼玉西部のグループが今回広域化を実践いたしました。人口比率等も、そういったものの先進事例といいますか、県内で既にそうなったものについて、例えば人口構成であるとか、議会の構成であるとか、それをもとにした広域化のメリット、デメリット、実際に机上の空論というのでなくて行われている事例がありますが、その点について組合としてはどのように掌握をされているのか、また内容についてお伺いいたします。

〇森田精一議長　加藤消防長、答弁。

〇加藤公司消防長　お答え申し上げます。

　　先進的な地域の現状あるいは人口、議会構成等についてのご質問でございますが、先進的な地域としては、ただいま議員さんからご指摘のあったとおり、第４ブロックで埼玉西部消防局、第７ブロックの一部で埼玉東部消防組合消防局として平成25年４月に既に発足し、現在運用が始まっているところでございます。これらの人口比率については、構成市町村の人口がそのまま一緒になったというふうなことでございますが、ちなみに議会の構成につきましては、埼玉西部消防局での状況を申し上げますと、議員の定数につきましては、人口比率から所沢市が６人、狭山市と入間市が各３人、飯能市、日高市が各２人の合計16人となっており、議会定例会につきましては２月と８月の年２回ということで定められておるような状況でございます。

　　それから、メリット、デメリットの関係でございますが、こちらは一般的な例で申し上げませんと、なかなかそれぞれの本部に特化したメリット、デメリットというものは私どものほうで把握をしている状況ではありませんが、例えば今までは常時10人で守られていたものが、広域化によりまして常時50人あるいは100人で守られるという安心感を得られることも一つだと思います。これは、現在は県内での、あるいは近隣での消防相互応援協定に基づいて管内で何か大きな災害があったときには駆けつけていただくような協定はできておりますが、この広域化によりますと１つの消防本部内でそういった体制がとれるということから、すぐに応援に駆けつけてくれるという現実による安心感あるいはそういったことで実際に安全が守られるというようなことにもなろうかと思います。

　　また、職員の異動関係につきましては、今まで小規模な消防本部ですと異動関係あるいは人事異動関係につきましても硬直が目立っていたのですけれども、いろんなところに配置できることによって活性化が図られたということについては、埼玉東部消防組合消防局でもそんな一例を挙げてメリットとして挙げられている状況もございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　６番・山中基充議員。

〇６番（山中基充議員）　６番、山中基充でございます。この広域化については、まだまだ実際には足元では動き出していないということでございますけれども、そういった県内でも広域化を進められた地域がありますので、そういったところの調査等もしていただいて、議会のほうにも報告を願いたいと思います。

　　その中で消防団のことについては、各市町が特化をされるというふうにはなっているなというふうに思っておりますけれども、その点について何か情報があればお示しいただきたいというふうに思います。

〇森田精一議長　加藤消防長、答弁。

〇加藤公司消防長　お答え申し上げます。

　　消防団の関係でございますが、消防団は組織法でいう市町村の広域化の枠からは外れておりますので、市町村の消防団の体制についてはこれまでと一切変わるものではないというふうに伺っておりますし、実際に広域化をされた消防本部におきましてもそのような状況で活動しているようでございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

　　次に、２番・松村和子議員。

　　　　（２番「松村和子議員」登壇）

〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子。議長の許可をいただきましたので、ただいまより３問の一般質問を行います。

　　まず最初は、ただいまも出ましたけれども、消防の広域化について。

　　消防の任務は、火災などの被害を軽減することです。したがって、火災被害の軽減を目指す日本の消防は、市街地においては６分30秒以内で消火が開始できるよう、消防署の配置を消防力の整備指針で規定しています。また、２方面の延焼を防止するためには、消防隊員数が最低でも５人以上と定められています。したがって、火災などの被害軽減のためには、車両も職員も増やすことが急務です。消防の広域化で配置状況をチェックしてみますと、必ずしも増やされていないことがわかります。埼玉県の広域化推進計画を見ても、これは明らかでございます。広域化の消防力の基本の強化が問題です。

　　平成18年の消防組織法の一部を改正する法律により、埼玉県広域化推進計画で７ブロックに分けて自主的な市町村の広域化が進められてきました。全国的にも広域化は余り進んでいないように見えて、国では市町村の広域化に関する基本方針の改正が平成25年４月１日付で行われ、広域化の期限が平成24年から平成30年４月１日までに延期され、県もこれに合わせて改正されたとのことでございます。市民にとっても、消防団にとっても、職員にとっても問題の多い無理な広域化はやめていただきたいと思います。

　　（１）、広域化で職員数、車両数、署所数など、消防力の強化がされるのか。

　　（２）、地域に根差した消防団と職員の関係について、広域化でどうなるのか。

　　（３）、職員の配置転換や職務は広域化でどうなるのか。

　　（４）、消防の広域化で現場到着はどうなるのか。

　　（５）、消防の広域化の進行状況について。坂戸・鶴ヶ島消防組合の広域化に対する自主的判断について。

　　２つ目には、火災予防対策についてお伺いします。

　　今年度は比較的火災が少ないとのことでございます。消防組合の火災予防キャンペーンが成果を上げているあらわれであると思っています。

　　そこでお伺いいたしますが、（１）として、火災予防の取り組み状況についてと、２つ目にはストーブ火災の状況についてお尋ねしたいと思います。

　　３つ目の質問ですが、鶴ヶ島市消防団第１分団の新築についてお尋ねします。

　　大規模火災がいつ発生するかわからない最近の状況に対応するためにも、築40年を超えた鶴ヶ島市消防団第１分団の新築は急務であると思います。早期決断を望みますということで通告いたしましたが、既に今回予算に組まれているということで、本当に感謝しております。一部質問をいたしたいと思いますので、この通告どおり質問をしておきたいと思います。よろしくお願いいたします。

　　　　（２番「松村和子議員」降壇）

〇森田精一議長　消防長、答弁。

　　　　（加藤公司消防長登壇）

〇加藤公司消防長　ご質問の項目に従い順次お答え申し上げます。

　　はじめに、広域化で職員数、車両数、署所数など、消防力の強化がされるのかについてでございますが、広域化の一般的なメリットといたしまして、国、県が示します消防広域化に関する基本指針におきましても、火災発生時における初動体制の強化、消防署所の配置や管轄区域の適正化による現場到着時間の短縮など、消防力が強化されると示されております。

　　次に、地域に根差した消防団と職員の関係について広域化でどうなるのかについてでございますが、消防組織法第31条「市町村の広域化」の中において「消防団の事務を除く」と明記されておりまして、消防団の位置づけは変わるものではないというような認識をしております。

　　広域化における消防団体制につきましては、広域化が進展されるようであれば、その中で種々常備との連絡調整等々検討される課題であり、構成両市とも十分協議を重ね、研究していく必要があるものと考えております。

　　次に、職員の配置転換や職務は広域化でどうなるのかについてでございますが、総務省消防庁の市町村の広域化に関する基本指針にございます消防の広域化によるスケールメリットによりますと、本部機能統合等の効率化によりまして、本部職員が現場活動要員となることから、全体としては現場要員の増強が図られることとなっており、これらをもととした職員の効率的、効果的な再配置が行われることとされております。

　　平成25年４月１日に発足いたしました埼玉東部消防組合におきましては、旧本部単位では異動先が少なく、人事の硬直化が課題でありましたが、広域化のほうは異動先が増えたことにより、組織の活性化が図れたとの報告もございます。

　　次に、消防の広域化で現場到着はどうなるのかについてでございますが、国の基本指針の市町村の消防の広域化の必要性の中で、火災発生時における初動体制の強化、消防署所の配置や管轄区域の適正化による現場到着時間の短縮、統一的な指揮のもとでの効果的な部隊運用、本部機能統合等の効率化による現場活動要員の増強、救急業務や予防業務の高度化及び専門化、あるいは財政規模の拡大に伴う高度な資機材の計画的な整備など、消防力の強化を図ることとされております。これに基づいた埼玉県消防広域化推進計画であるというふうに理解をしているところでございます。

　　次に、消防の広域化の進捗状況と坂戸・鶴ヶ島消防組合の広域化に対する自主的判断についてでございますが、消防の広域化の推進状況につきましては、第４ブロックは埼玉西部消防局として、第７ブロックにつきましては、羽生市及び蓮田市は脱会いたしましたが、埼玉東部消防組合として平成25年４月１日に広域化がされ、運用が始まっているところでございます。第１ブロックの一部である上尾市と伊奈町におきましては、既に広域化検討委員会を平成25年９月に設立をし、第６ブロックの一部である草加市と八潮市においては協議会を平成25年４月にやはり設立をし、平成26年には埼玉県の消防広域化重点地域に指定され、それぞれ協議が進んでいる状況でございます。しかしながら、残された第２、第３、第５ブロックにつきましては、全く進展のない状況でございます。

　　また、坂戸・鶴ヶ島消防組合の広域化に関する自主的判断についてでございますが、当組合といたしましては、現在の状況を維持しつつ、埼玉県及び構成両市とも十分な連絡調整を図ってまいりたいと考えておりますので、ご理解をいただきたいと存じます。

　　次に、火災予防対策についての火災予防の取り組み状況についてでございますが、今年度を例にとりますと、日常業務の中で強風注意報、乾燥注意報発令時には消防車による巡回広報を実施するとともに、火災予防運動期間中においては、ワカバウォークにおきまして火災予防思想の普及向上を促す広報をはじめ消防車での巡回広報、さらに2,000平米以上の店舗、28事業所に対しまして火災予防広報の店内放送をお願いしたところでございます。また、管内の小学校に防火ポスターの作成を依頼し、入選48作品を構成両市役所の玄関ホールに掲示し、火災予防のＰＲをするとともに、防火安全協会にご協力をいただき、防火ポスターとして管内の事業所に配付し、火災予防の徹底に努めたところでございます。

　　次に、ストーブによる火災の発生状況についてでございますが、埼玉県の火災原因別件数によりますと、ストーブの項目がないことから全国での状況で申し上げますと、平成25年中の火災総出火件数４万8,095件のうち、ストーブによります火災につきましては1,435件で全体の5.8％となり、原因別順位でも４位という状況でございます。しかしながら、当管内におきましては、平成25年、26年ともにストーブが原因による火災は発生しておりません。

　　最後に、鶴ヶ島市消防団第１分団の新築についてでございますが、議員さんご指摘のとおり、現在の第１分団車庫詰所につきましては昭和49年に建築され、既に40年が経過し、その間、内外壁の塗装はしたものの、大分老朽化が進んでいる状況でございます。このような状況から、鶴ヶ島市並びに消防団及び消防組合で協議を行い、平成27年度に設計、平成28年度工事という計画で進めさせていただく予定でございます。今後におきましては、消防団の意見等を参考にして計画を進めさせていただきたいと考えております。

　　以上でございます。

　　　　（加藤公司消防長降壇）

〇森田精一議長　２番・松村議員。

〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子。再質問を行います。

　　消防の広域化について、非常に項目が多いので、本来なら１つずつにしたほうがいいと思うのですけれども、そうなると長引くので一括でやります、１番は１番で。

　　１番の広域化で職員数、車両数などの問題なのですが、これは私どもも国の方向でどうなのかということを検討したのです。そうしますと、署所数とか車両数とか、一般的に充足率というのを計算しますと、合併したほうが法定数が少なくて済むというふうに出てくるのです。確かにそのほうがお金はかからないように見えるかもしれませんけれども、今まで例えば坂・鶴で10台あったものが、充足率では全体になると、プラス幾つと全部足しますと、消防本部の職員数や車両数、署所数などが減る方向で計算式が出てくるということは間違いないと思うのです。だから統一されたからといって決して、消防力が強化されるような感じでいますけれども、地域ごとに見ると少なくなる、そういう問題が残るというふうに私は指摘したいのですけれども、この点は答弁をお願いしたいと思います。

　　次に、地域に根差した消防団と職員の関係なのですけれども……一つずつやったほうがいいですか。

〇森田精一議長　暫時休憩いたします。

　　　　休憩　午前１１時４４分

　　　　再開　午前１１時４４分

〇森田精一議長　休憩前に引き続き会議を開きます。

　　加藤消防長、答弁。

〇加藤公司消防長　お答え申し上げます。

　　先ほど答弁をさせていただきました広域化に伴って消防力が強化されるのか、あるいはメリット云々かんぬんの問題でございますが、私どもといたしましては、今のところ一般的なメリット、デメリット、あるいは一般的に言われている消防力の強化がされるのかということにつきましては、一般的なことでお話をするしかないわけでございますけれども、広域化の動きが進展するようなことがありまして具体的な枠組みが決まってまいりますれば、その中で具体的にどういうふうなメリットがあって、具体的にどんなデメリットがあって、消防力が強化されるのかされないのか、そういった具体的な内容はそこでないと検討がなかなかできない状況でございますので、その枠組みによって当然そういったことも違ってくるものでございますので、そういったことがあれば枠組みの中で消防広域運営計画を作成するわけでございますが、その段階においていろいろと研究あるいは調整を行うこととなりますので、ご理解をいただきたいと思います。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　２番・松村和子議員。

〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子。ただいまご答弁いただきましたけれども、枠組みが決まり、広域化されてしまってからではもう遅いので、やはりチェックするというのは事前にチェックして、実際にどうなるか、これはやはり広域化する場合に臨むときの重大な体制であると私は思っています。だから、定数がどうなるかというのはある程度出ているわけですから、それを全部まじめにやればこうなる、しかし現状ではどうか、いろいろと現状と定数と違っているところもありますから、それは無理ないと思いますが、事前に示されるそういった消防力の中身について、これはチェックしておく必要があると思いますので、よろしくお願いします。

　　次の質問に移ります。あとは地域に根差した消防団と職員の関係なのですけれども、この問題については別々になるわけです。消防団のほうは地域の市や町が管理するということになりますと、今までのように予算上も１つ、いろんな訓練あるいは連携をとった催し物も全てやりにくくなるというふうに私は見ています。ですから、地域消防と職員の関係は密接であるべきだと思います。そういう日ごろの密接な関係をなくして地域を守るというのは難しいと思いますので、この点についてどうなのか答弁をお願いしたいと思います。

〇森田精一議長　加藤消防長、答弁。

〇加藤公司消防長　お答え申し上げます。

　　ご質問の消防団と常備の職員の関係でございますが、これにつきましては、議員さんご指摘のとおり、市民の安心、安全を守る意味でも消防職員と消防団員の密接な関係というのはどこまでも必要であると私どもは認識しております。これに伴いまして、消防団の事務は、広域化になりますと、ほかの例を見ても市町村に移るということは確かな事実であるとは思いますが、そういったときにもほかの広域化の先進事例では消防職員を市町村のほうに派遣をいたしまして、これまでと同じような関係を築きつつ、良好な関係構築に向けてやっているというふうな状況でお聞きしておりますので、そういったことで万が一広域化が進むようなことがあったとしても対応は図れるものと考えております。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　２番・松村和子議員。

〇２番（松村和子議員）　松村です。２番の問題につきまして再質問を行います。

　　この間の阪神・淡路……ではない、阪神・淡路はもう20年たってしまうけれども、東北の災害で指針が25年12月５日に示されて、我が坂戸・鶴ヶ島組合でも消防団の待遇改善、これをやっぱり大事だということで方針が出たわけです。それに基づいて処遇改善を行い、待遇改善も行ってきている、こういう状況の中で、そうした大きな広域化でそれが損なわれるということは非常に問題だと私は見ているのです。ですから、こういった地域災害から見ると地域消防並びに消防団の関係、職員の関係、これは物すごく大事だと思いますので、こういった観点から見ると、号令をかけるところが大きな中で号令かけてもなかなか派遣とか難しいわけで、それが坂戸・鶴ヶ島管内であれば密接にいくというふうに私は思いますので、こういった点では広域化すると非常に地域消防というのが、ないがしろにならないと言いますけれども、なるのではないかというふうに思いますので、この点はよくチェックをお願いしたいと思います。

　　３つ目に移ります。職員の配置転換や職務はどうなるか。これは私の聞くところによりますと、例えばいろんな職員の持っている持ち場持ち場の、ありますよね、いろんな。そこの部署が減る場合が多いですから、今まで例えば何々、課長なら課長だった人が係長になるとか、そういう何か問題が起きているような感じです。そういったことが全体として士気につながるのではないかということもあるのですけれども、そういったことは考えられるのかどうかということでお伺いいたします。

〇森田精一議長　加藤消防長、答弁。

〇加藤公司消防長　お答え申し上げます。

　　なれない場所への配置転換等の関係でございますけれども、この件につきましては、当消防本部のみの課題ではなく、今後における広域化対象消防本部共通の課題でもあるというふうに認識をしております。しかしながら、先進の消防本部等に確認をしてみますと、当然広域化によって職員数が増えたことにより消防職員の階級等も１段階あるいは２段階上がるというようなことで、それぞれの階級の数も増えてまいりますし、職域についても広がってまいります。当然役職が減るということが、これは実際にあるのかどうか、私ども研究してみないとわかりませんが、こういったことにつきましても広域化対象消防本部共通の課題ということで、消防広域運営計画を策定する過程におきまして同一歩調で検討していきたいと考えておりますので、ご理解をいただきたいと思います。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　２番・松村議員。

〇２番（松村和子議員）　２番、松村。次の質問に移ります。

　　（４）、消防の広域化で現場到着がどうなるのかというのは、これは先ほどの答弁は６分30秒でしたっけ、以内に到着するということが使命なので、それは大丈夫だろうというような答弁いただいたのですが、実際に広域化されたところでは、やはり到着そのものがおくれる傾向にあるという、そういう各地のいろんな広域化されたところを見るとあるわけなのですが、ないというふうにさっき答弁をいただいたので、ないというふうに信じたいわけですけれども、実際はどうなのかということについてはまだ調査はされていないですね。もしできれば、今回も続々と広域化が進んでいるわけですから、やはり山中議員と同じで実態をやっぱりきちっと掌握するということも必要かと思いますので、答弁をお願いしたいと思います。

〇森田精一議長　加藤消防長、答弁。

〇加藤公司消防長　お答え申し上げます。

　　分析が必要との内容でございますけれども、先ほど申し上げました基本指針による一般的なメリットと申しましては、現場到着時間は早まるというようなことになっておりますけれども、先ほども申し上げましたけれども、広域化の枠組みが決まってまいりませんと署所の再配置の計画等も当然できてまいりません。その署所の再配置によって現場到着時間がどうなるのかという部分については、これは変わってくるものでございますので、例えば具体的な名前を出しては申しわけありませんが、お隣の本部と仮に一緒になった場合については、我がほうの西坂戸にあります西分署というのはもうちょっとこちらへ来て、その近辺の現場到着時間というのは大幅に減少される。また、西坂戸におきましては、近くにあるところについては当然多少おくれてくるというふうなことがございますけれども、市民の全体にとっては平均的に現場到着時間は短くなるというふうなことで考えております。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　２番・松村議員。

〇２番（松村和子議員）　２番・松村です。５番目の問題はもう答が出ているような感じもするのですが、広域化の進行状況はもう結構です。それは私も新聞で見ていますので。

　　あと坂戸・鶴ヶ島消防組合の広域化に対する自主的判断なのですが、今の第３ブロックというのは実情には全然合っていない。もっと実情に合った中身なら考えざるを得ない場合もあるでしょうけれども、できれば合併は全体を通して望ましくないと思いますが、この点についてはどういうふうにお考えなのか答弁をお願いします。

〇森田精一議長　加藤消防長、答弁。

〇加藤公司消防長　お答え申し上げます。

　　当消防本部の広域化に対する自主的判断についてでございますけれども、先ほど来から申し上げておりますとおり、第３ブロックにつきましては現在全く動きがない状況でございます。そんな中、今後、国または県等の指導によりまして広域化の機運が生じたときにつきましては、その議論に参加せずに答えを出してしまうというほうが性急過ぎるのではないかと考えておりますので、そういった議論には乗った上で実際に当消防組合にとって、あるいは市民にとってメリットがあるのかないのか、そういったことも十分精査した上で結論を仰ぐような形にさせていただきたいと考えております。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　２番・松村議員。

〇２番（松村和子議員）　２番・松村和子。次の２番目の質問に移ります。

　　火災予防対策でございますが、今、鶴ヶ島には幸いにしてないのですが、新聞報道によりますと川越は空き家が大分、５軒も火がつけられて、そのうち４軒が空き家だったというようなことで、非常に空き家への放火が今心配されているのではないかと。川越といえば鶴ヶ島、坂戸も隣接しておりますので、全く対岸の火事ということではないと思うのです。そういう状況が今、新聞報道でも心配されておりまして、火災予防の取り組みの中に空き家対策についての条例化も着々となされているところではありますけれども、この点についてどういう対策をとられているかということでお尋ねしておきたいと思います。

〇森田精一議長　加藤消防長、答弁。

〇加藤公司消防長　お答え申し上げます。

　　空き家の関係についてでございますけれども、当消防組合の対応といたしましては、消防署、消防団連携によります消防車両での警戒及び巡回広報を強化するとともに、構成両市の防災担当、警察署と情報を共有し、市民への協力を求め、火災予防の徹底に努めてまいりたいと考えております。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　２番・松村議員。

〇２番（松村和子議員）　２番・松村です。ただいま強化すると言われましたので、その点でぜひよろしくお願いします。

　　（２）のストーブの火災なのですが、これは私の通告は非常に心配して通告しただけなのですけれども、中身を見ますとたばこなどが第１位で、ストーブの火災というのは本当に少ないということで安心したのですが、小さな住宅というか、坂戸・鶴ヶ島管内は比較的住宅も広い住宅が多いと思うのですが、東京あたりでは電気ストーブ火災も非常に多発しているということで、電気は大丈夫だろうという感じで安心しているのかどうかわかりませんし、それが布団とか物に燃え移って火災が発生したということもありますので、住宅の大きさにもよるかなと思いますが、本当に狭い空間にストーブを置いて火災になったという事例が非常に多いというのを拝見いたしまして、管内は大丈夫なのですが、そういった防火も注意も必要ではないかなというふうに感じましたので、注意喚起程度で結構ですので、ストーブ火災が発生しないように予防を徹底してもらいたいと思います。

　　次の質問に移ります。鶴ヶ島市消防団第１分団の新築の問題なのですが、これは本当に予算を管理者はじめ消防の皆さんのおかげでつけていただけるということで、しかも場所は今の場所ということで、消防団の方もほかには移りたくない、道路から向こうには行きたくないというような意向がございましたのでよかったなというふうに思っておりますが、あとは消防団の方にも意見を聞いていただけるということなので、それぞれ意見は出ると思いますが、消防団の分団の第１分団は市の中心部にあります。いろんな災害などにも備え得る、できれば最先端のものをつくっていただければと。お金の問題もありますけれども、そういったことを考えながら災害の備蓄とかアパートのそこで常駐できるような体制が組めるのが望ましいかなというふうに思いましたので、その点について答弁をお願いしておきたいと思いますが、まず設計はどのくらいの大きさを考えているのか、それを聞いておきたいと思います。

〇森田精一議長　加藤消防長、答弁。

〇加藤公司消防長　お答えを申し上げます。

　　ただいまの第１分団の車庫詰所の関係でございますけれども、来年度予算の中の設計委託料につきましては、一応２階建てのもので金額を設定したということでございます。また、この車庫詰所の内容等、またそういう規模等については、先ほど来から答弁を申し上げておりますとおり、消防団員の意見等を十分参考にしながら、また鶴ヶ島市と十分協議を行い、進めさせていただきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

〇２番（松村和子議員）　はい。

〇森田精一議長　以上で一般質問を終了いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎閉議の宣告
〇森田精一議長　以上をもちまして、今期定例会の議事はすべて終了いたしました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議長の挨拶
　　　　（森田精一議長起立）

〇森田精一議長　閉会に当たり、一言ご挨拶を申し上げます。

　　議員皆様のご理解とご協力を賜り、閉会の運びとなりましたことに深く感謝を申し上げる次第であります。

　　立春も過ぎ、梅の開花の便りも聞こえてまいりましたが、まだまだ余寒の続く折でもございます。議員各位にはくれぐれもご自愛いただくとともに、今後とも地域の進展と消防行政推進のため、なお一層のご尽力を賜りますようお願いを申し上げまして、閉会のご挨拶といたします。

　　ありがとうございました。

　　　　（森田精一議長着席）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎管理者の挨拶
〇森田精一議長　石川管理者から挨拶のため発言を求められておりますので、これを許します。

　　石川管理者。

　　　　（石川　清管理者登壇）

〇石川　清管理者　議員の皆様におかれましては、大変ご多用の中、全員の方のご出席を賜り、提出議案３件につきまして原案のとおり可決をいただきました。心から感謝を申し上げる次第であります。

　　それでは、12月議会臨時会以降の各種事業及び火災等の概要につきましてご報告を申し上げます。

　　はじめに、各種事業でありますが、１月11日には千代田公園を会場に「平成27年消防出初め式」を挙行いたしましたところ、議員皆様をはじめ、消防職・団員及び関係９団体の参加者並びに一般市民の見学者を含め総勢約1,177人の出初め式となり、大きな成果を上げることができました。

　　次に、火災件数でありますが、昨年１月から12月までの１年間の総数は51件で、前年と比較いたしますと13件の減となっております。このうち建物火災は22件で、昨年と比較いたしますと５件の減となっております。なお、本年１月は４件で、前年比５件の減となっております。

　　次に、救急出場件数でありますが、昨年１年間の総数は6,888件で、前年と比較いたしますと26件の減となりました。これを月平均にいたしますと574件、また１日平均では18.9件となります。また、本年１月は641件で、前年比22件の増となっております。

　　本年も大きな災害がないことを望むものでありますが、火災をはじめとする災害態様も複雑多様化の傾向にあることから、今後におきましても各種災害に的確に対応し、住民の負託に応えるべく万全を期してまいる所存でありますので、議員の皆様には変わらざるご支援、ご指導をお願い申し上げるものであります。

　　ここに、議員皆様方のご理解とご協力をいただき、本日の定例会が滞りなく終了できましたことに対しまして厚く御礼を申し上げますとともに、議員皆様におかれましては、健康に十分ご留意され、ますますのご活躍をお祈り申し上げまして、御礼のご挨拶といたします。

　　ありがとうございました。

　　　　（石川　清管理者降壇）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎閉会の宣告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（午後　零時０５分）

〇森田精一議長　これをもちまして、平成27年２月第１回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会の議事を閉じ、閉会といたします。
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